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２
０
１
８
年
度
の
年
史
企
画
展
「
簡
文
館
の
90
年
―
大
学
昇
格
か
ら
現
在
ま
で

―
」
は
、
簡
文
館
が
竣
工
九
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
と
、
２
０
１
８
年
3
月
に
大

阪
府
指
定
有
形
文
化
財
（
建
築
物
）
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
簡
文
館

の
歴
史
と
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
展
示
会
と
し
て
開
催
し
た
。

　

企
画
展
示
室
に
は
、
展
示
パ
ネ
ル
12
枚
（
ご
あ
い
さ
つ
1
枚
、
大
1
枚
、
中
2

枚
、
小
8
枚
）
を
掲
示
し
（
大
パ
ネ
ル
の
み
本
文
縦
書
き
）、
大
型
ケ
ー
ス
に
簡
文

館
に
関
す
る
現
物
資
料
や
写
真
を
展
示
し
た
。

一
　
展
示
パ
ネ
ル

ご
あ
い
さ
つ

　

年
史
資
料
展
示
室
で
は
、
２
０
１
８
年
度
の
企
画
展
と
し
て
「
簡
文
館
の
90
年

―
大
学
昇
格
か
ら
現
在
ま
で
―
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

簡
文
館
は
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
の
大
学
昇
格
に
よ
る
一
連
の
建
設
工
事

の
な
か
で
、
１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
に
図
書
館
と
し
て
竣
工
し
、
本
２
０
１
８

（
平
成
30
）
年
、
90
年
を
迎
え
ま
し
た
。
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
に
は
、
建
築
家

村
野
藤
吾
の
設
計
に
よ
る
円
形
の
閲
覧
室
と
書
庫
が
増
設
さ
れ
、
外
観
が
大
き
く

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
企
画
展

「
簡
文
館
の
90
年
―
大
学
昇
格
か
ら
現
在
ま
で
―
」
の
記
録

年
史
編
纂
室

ごあいさつ
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変
わ
り
ま
し
た
。
正
門
か
ら
法
文
坂
を
上
が
る
に
つ
れ
、
広
大
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

段
々
畑
と
呼
ば
れ
た
観
覧
席
、
そ
の
向
こ
う
に
円
形
の
図
書
館
が
見
え
て
く
る
様

子
は
、
長
く
関
西
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
く
の
人
の
記
憶
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
、
現
在
の
総
合
図
書
館
が
完
成
し
、
１
９
９
４
（
平

成
6
）
年
に
は
博
物
館
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
０
７
（
平
成

19
）
年
に
は
簡
文
館
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
、
本
年
、
戦
後
の
近
代
建

築
と
し
て
は
初
め
て
大
阪
府
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
簡
文
館
の
文
化
財
指
定
を
記
念
し
、
パ
ネ
ル
や
写
真
、

ゆ
か
り
の
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
竣
工
か
ら
90
年
に
わ
た
る
簡
文
館
の
あ
ゆ
み

を
、
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
こ
の
展
示
を
通
じ

て
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
っ
と
も
古
い
建
物
が
持
っ
て
い
る
様
々
な
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
本
企
画
展
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
4
月�

関
西
大
学
年
史
編
纂
室　

大
型
パ
ネ
ル

　

大
型
パ
ネ
ル
は
、「
大
学
昇
格
と
簡
文
館
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
１
９
２
２
（
大
正

11
）
年
の
大
学
昇
格
か
ら
図
書
館
が
竣
工
す
る
ま
で
の
経
過
を
、
当
時
の
写
真
と

と
も
に
紹
介
し
た
。

大
学
昇
格
と
簡
文
館

「
大
学
昇
格
へ
の
道
の
り
」

　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
11
月
4
日
、
大
阪
西
区
京
町
堀
の
願
宗
寺
で
創
立
し

た
関
西
法
律
学
校
は
、
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に
初
め
て
自
前
の
校
舎
を
西
区

の
江
戸
堀
に
建
て
、
そ
の
3
年
後
に
は
北
区
の
福
島
に
新
た
な
学
舎
を
建
設
し
た
。

こ
の
時
点
で
本
学
は
、
す
で
に
「
関
西
大
学
」
の
名
称
を
使
用
し
て
い
た
が
、
法

律
的
に
は
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。

　

１
９
１
８
（
大
正
7
）
年
、
文
部
省
は
大
学
令
を
公
布
し
、
帝
国
大
学
と
同
等

の
資
格
を
持
つ
公
立
と
私
立
の
大
学
設
立
を
認
め
た
。
本
学
が
大
学
令
に
よ
る
大

学
へ
と
昇
格
す
る
た
め
に
は
、
社
団
法
人
か
ら
財
団
法
人
へ
の
組
織
変
更
と
と
も

に
、
広
大
な
校
地
や
学
舎
な
ど
、
教
育
施
設
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
福

島
学
舎
の
土
地
は
手
狭
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
新
校
地
探
し
を
続
け
た
結
果
、

１
９
２
０
（
大
正
9
）
年
4
月
に
大
阪
府
三
島
郡
千
里
村
の
土
地
1
万
５
千
坪
弱

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

写
真
1　

�

１
９
２
２（
大
正
11
）年
頃
の
関
西
大
学
。
現
在
の
正
門
前
か
ら
第
一

学
舎
方
面
を
望
む
。「
関
西
大
学
」
の
看
板
付
近
が
現
在
の
正
門
。

「
昇
格
の
実
現
」

　

大
学
昇
格
の
た
め
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
法
学
部
と
商
学
部
の

2
学
部
設
置
を
計
画
し
て
い
た
本
学
の
場
合
、
文
部
省
へ
納
め
る
供
託
金
は
60
万

円
に
の
ぼ
り
、
そ
の
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、
大
阪
財
界
の
巨
頭
、
山
岡
順
太
郎

（
数
々
の
大
企
業
の
社
長
や
重
役
、
さ
ら
に
は
大
阪
商
業
会
議
所
の
会
頭
も
務
め

る
）
を
会
長
と
す
る
関
西
大
学
教
育
拡
張
後
援
会
を
設
置
し
、
実
業
界
の
援
助
を

仰
ぐ
べ
く
積
極
的
な
募
金
活
動
を
展
開
し
た
。
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大
学
設
立
認
可
申
請
書
は
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
2
月
5
日
付
で
文
部
省
に

提
出
さ
れ
、
予
科
校
舎
の
建
築
工
事
も
同
年
7
月
に
始
ま
っ
た
。

　

千
里
山
学
舎
で
初
め
て
の
建
物
と
な
る
予
科
校
舎
が
、
翌
１
９
２
２
（
大
正
11
）

年
4
月
下
旬
に
完
成
し
て
間
も
な
い
6
月
5
日
、
本
学
は
つ
い
に
悲
願
で
あ
る
大

学
昇
格
を
果
た
し
た
。
こ
れ
で
名
実
と
も
に
真
の
大
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

写
真
2　

山
岡
順
太
郎
（
１
８
６
６
～
１
９
２
８
）

　
　

写
真
3　

千
里
山
学
舎
で
最
初
に
建
っ
た
予
科
校
舎
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
～
図
書
館
の
竣
工
」

　

山
岡
順
太
郎
は
総
理
事
（
の
ち
に
学
長
も
兼
務
）
と
な
り
、
新
し
い
大
学
の
指

導
理
念
と
し
て
「
学
の
実
化
（
じ
つ
げ
）」
を
提
唱
し
た
。
①
学
理
と
実
際
と
の
調

和　

②
国
際
的
精
神
の
涵
養　

③
外
国
語
学
習
の
必
要　

④
体
育
の
奨
励
の
四
つ

か
ら
な
る
こ
の
理
念
は
、
そ
の
後
、
本
学
の
学
是
と
し
て
定
着
す
る
。

　

山
岡
総
理
事
は
教
授
陣
の
充
実
や
海
外
派
遣
留
学
生
制
度
の
確
立
な
ど
に
力
を

注
ぎ
、
そ
の
一
方
で
、
大
学
本
館
な
ど
学
舎
の
整
備
や
、
体
育
を
奨
励
す
る
た
め

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
運
動
施
設
も
充
実
さ
せ
て

い
っ
た
。
大
学
昇
格
に
と
も
な
う
一
連
の
建
設
工
事
で
、
最
後
に
竣
工
し
た
施
設

が
現
在
簡
文
館
と
呼
ば
れ
て
い
る
図
書
館
で
あ
っ
た
。

　
　

写
真
4　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
場
式
。

「
千
里
山
学
舎
の
主
な
施
設
完
成
年
」

　

１
９
２
２
年　

大
正
11
年　

4
月
下
旬　
　

予
科
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
2
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
撲
土
俵

大パネル「大学昇格と簡文館」
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１
９
２
３
年　

大
正
12
年　

3
月
上
旬　
　

親
和
坂（
地
獄
坂
を
平
坦
に
改
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
月　
　
　
　

正
門
の
門
柱

　

１
９
２
５
年　

大
正
14
年　

1
月　
　
　
　

相
撲
道
場

　

１
９
２
６
年　

大
正
15
年　

2
月　
　
　
　

水
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
月　
　
　
　

門
柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
月
中
旬　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
上
旬　
　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
24
日　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
開
場
式

　

１
９
２
７
年　

昭
和
2
年　

3
月
下
旬　
　

大
学
本
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
月
5
日　
　

大
学
本
館
竣
成
式

　

１
９
２
８
年　

昭
和
3
年　

4
月　
　
　
　

図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
月　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
月
21
日　
　

図
書
館 
開
館

　
　

写
真
5　

�

正
門
の
門
柱
。
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
ま
で
は
、
現
在
の
尚
文

館
の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
て
い
る
坂
道
に
正
門
が
あ
っ
た
。

　
　

写
真
6　

今
も
残
る
門
柵

　
　

写
真
7　

�

大
学
本
館
。
北
浜
に
あ
っ
た
住
友
合
資
会
社
の
社
屋
を
譲
り
受
け

て
移
築
し
た
。

中
型
パ
ネ
ル

　

展
示
ケ
ー
ス
横
の
中
型
パ
ネ
ル
2
枚
の
う
ち
、
1
枚
は
大
学
昇
格
当
時
と
現
在

の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
航
空
写
真
を
載
せ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
景
観
の
変
化

を
示
し
た
。
ま
た
、
も
う
1
枚
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
発

が
行
わ
れ
た
、
千
里
山
住
宅
と
千
里
山
遊
園
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
と
し
た
。

【
中
パ
ネ
ル
1　

空
か
ら
見
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
】

　

写
真
1
は
、
関
西
大
学
が
大
学
昇
格
の
た
め
千
里
山
へ
移
転
し
て
、
一
連
の
建

築
工
事
が
終
了
し
た
昭
和
初
期
の
千
里
山
学
舎
を
空
か
ら
見
た
写
真
で
あ
る
。
中

央
に
は
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
に
完
成
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
こ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
取
り
巻
く
高
台
に
、
奥
か
ら
図
書
館
（
１
９
２
８
年
竣
工
、
現
簡
文
館
）、

大
学
本
館
（
１
９
２
７
年
竣
工
）、
予
科
校
舎
（
１
９
２
２
年
竣
工
）、
ク
ラ
ブ
ハ中パネル 1「空から見た千里山キャンパス」
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ウ
ス
（
１
９
２
６
年
竣
工
）
が
並
ぶ
。
左
端
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
１
９
２
８
年

開
設
）
が
写
る
。
写
真
2
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
こ
れ
ら
の
学
舎
を
望
む
写
真
で
、

建
物
は
現
在
の
第
1
学
舎
が
あ
る
場
所
に
建
っ
て
い
た
。

　

写
真
3
は
、
空
か
ら
見
た
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
る
。
写
真
の
ほ
ぼ
中
央
に
建
つ
緑
の
丸
い
建
物
が
簡
文
館
で
、
そ
の
奥
に
１
９

２
８
（
昭
和
3
）
年
竣
工
の
図
書
館
が
接
続
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
面
積
は

大
学
昇
格
時
の
約
5
万
㎡
（
1
万
5
千
坪
弱
）
か
ら
、
現
在
は
約
35
万
㎡
（
11
万

坪
弱
）
に
広
が
り
、
周
囲
の
景
観
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

　
　

写
真
1　

昭
和
初
期
（
１
９
３
０
年
前
後
か
）
の
航
空
写
真
。

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
パ
ス
を
南
西
か
ら
見
る
。

　
　

写
真
2　

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
望
む
学
舎
。
右
端
の
建
物
が
図
書
館
。（
昭
和
初

期
）

　
　

写
真
3　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
航
空
写
真
。

　
　
　
　
　
　

第
1
学
舎
を
中
心
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
北
西
か
ら
見
る
。

【
中
パ
ネ
ル
2　

大
学
昇
格
頃
の
千
里
山
】

　

関
西
大
学
が
移
転
を
決
め
た
頃
の
千
里
山
は
、
開
発
が
進
み
つ
つ
あ
る
地
域
で

あ
っ
た
。
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
、
北
大
阪
電
気
鉄
道
（
現
在
の
阪
急
千
里
線
）

が
開
通
す
る
。
当
時
の
終
点
で
あ
っ
た
千
里
山
駅
の
西
側
で
は
、
後
に
本
学
の
総

理
事
兼
学
長
と
な
る
山
岡
順
太
郎
が
社
長
を
務
め
た
、
大
阪
住
宅
経
営
株
式
会
社

に
よ
っ
て
、
千
里
山
住
宅
の
開
発
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校
の
辺
り
に
は
、
北
大

阪
電
気
鉄
道
に
よ
り
１
９
２
０
（
大
正
9
）
年
に
遊
園
地
の
千
里
山
花
壇
が
開
園

し
た
。
こ
の
遊
園
地
は
自
然
の
景
観
を
残
し
た
中
に
運
動
場
や
野
外
音
楽
堂
、
飛

行
塔
、
小
動
物
園
な
ど
を
設
け
、
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
桜
、
桃
、
菊
、

紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
有
名
で
、
季
節
ご
と
に
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
た
。

　

関
西
大
学
は
、
こ
の
よ
う
に
北
は
新
興
の
住
宅
地
、
南
は
遊
園
地
に
挟
ま
れ
た

場
所
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
6
月
5
日
、
大
学
に
昇

格
す
る
の
で
あ
る
。

　
　

写
真
1　

�

１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
発
行
の
千
里
山
花
壇
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
、
遊
園
地
跡
地
を
本
学
が
購
入
し
た
。

飛
行
塔
（
絵
図
左
上
）
の
辺
り
が
第
3
学
舎
（
社
会
学
部
）、
音
楽

中パネル 2「大学昇格頃の千里山」
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堂
（
絵
図
左
中
）
の
辺
り
が
１
０
０
周
年
記
念
会
館
、
大
運
動
場

（
絵
図
右
下
）
は
千
里
線
か
ら
見
え
る
現
在
の
第
一
高
等
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
。

　
　

写
真
2　

�
１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
頃
の
空
か
ら
見
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。

写
真
右
下
の
千
里
山
花
壇
の
跡
地
は
、
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中

学
校
の
校
地
と
な
る
が
、
右
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
見
比
べ
る
と
、

音
楽
堂
や
遊
技
場
な
ど
遊
園
地
時
代
の
痕
跡
が
分
か
る
。
写
真
左

上
部
に
は
、
放
射
状
に
広
が
る
千
里
山
住
宅
が
写
る
。

二
　
小
型
パ
ネ
ル

　

小
型
パ
ネ
ル
で
は
、
１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
竣
工
と
１
９
５
５
（
昭
和
30
）

年
竣
工
の
建
物
を
中
心
に
、
簡
文
館
の
歴
史
と
建
物
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
た
。

【
小
パ
ネ
ル
1　

簡
文
館
前
史
】

　

関
西
大
学
の
図
書
館
施
設
は
、
関
西
大
学
が
興
正
寺
を
校
舎
と
し
て
い
た
頃
ま

で
遡
る
。
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
制
定
の
「
事
務
章
程
」
に
は
、
書
籍
や
書
籍

目
録
の
管
理
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
興
正
寺
の
一
角
に

図
書
を
収
納
す
る
場
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
興
正
寺
時
代
に
受
け
入
れ
た
蔵
書
の

一
部
は
今
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
の
総
合
図
書
館
に
配
架
さ
れ
て
い
る
。

　

独
立
し
た
図
書
館
は
、
１
９
１
４
（
大
正
3
）
年
に
設
置
さ
れ
た
。
福
島
学
舎

の
入
り
口
脇
に
あ
っ
た
二
階
建
て
洋
風
建
築
の
小
さ
な
図
書
館
で
、
１
９
２
２
（
大

正
11
）
年
頃
の
蔵
書
数
は
1
万
冊
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

大
学
に
昇
格
し
て
間
も
な
い
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
9
月
、
第
2
学
期
始
業

式
の
式
辞
で
総
理
事
山
岡
順
太
郎
は
「
そ
も
そ
も
図
書
は
大
学
の
生
命
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
た
。
図
書
館
の
建
設
は
、
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
関
西
大
学
に
と
っ

て
、
は
ず
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
策
で
あ
っ
た
。

　
　

写
真
1　

�

関
西
大
学
が
興
正
寺
に
あ
っ
た
時
代
の
蔵
書
。
１
８
８
８
（
明
治

21
）
年
に
本
学
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
井
上
操
が
寄
贈
し
た
。

　
　

写
真
2　

１
９
１
４
（
大
正
3
）
年
に
設
置
さ
れ
た
福
島
学
舎
図
書
館
。

　
　

写
真
3　

福
島
学
舎
図
書
館　

閲
覧
室
の
様
子
。

【
小
パ
ネ
ル
2　

図
書
館
の
建
設
】

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
10
月
23
日
・
24
日
、
関
西
大
学
の
創
立
40
周
年
記
念

式
、
大
学
昇
格
記
念
式
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
場
式
と
第
1
回
大
学
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。

24
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
場
式
の
挨
拶
で
、
総
理
事
山
岡
順
太
郎
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

完
成
を
受
け
て
「
更
に
学
問
研
究
に
必
須
な
る
図
書
館
の
整
備
が
喫
緊
の
問
題
と

な
っ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
今
日
既
に
設
計
を
終
え
、
近
く
起
工
の

運
び
に
至
っ
て
い
る
」
と
図
書
館
建
設
が
近
い
こ
と
を
述
べ
た
。
山
岡
の
言
葉
ど

お
り
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
11
月
に
図
書
館
の
設
計
案
が
完
成
し
、
１
９
２

７
（
昭
和
2
）
年
6
月
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
11
ヶ
月
の
工
期
を
費

や
し
て
、
１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
4
月
に
図
書
館
が
竣
工
、
6
月
に
開
館
し
た
。

　

完
成
し
た
図
書
館
は
、
地
下
1
階
、
地
上
3
階
の
閲
覧
室
・
事
務
室
・
研
究
室

部
分
（
現
存
建
物
）
と
地
下
1
階
、
地
上
6
階
の
書
庫
部
分
か
ら
な
っ
て
い
た
。

総
面
積
８
０
０
坪
、
総
工
費
は
９
５
、０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

　
　

写
真
1　

建
設
工
事
中
の
図
書
館
。

　
　

写
真
2　

�

完
成
し
た
図
書
館
。
図
書
館
が
建
つ
場
所
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見

下
ろ
す
キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
も
標
高
の
高
い
場
所
で
あ
っ
た
。

　
　

写
真
3　

図
書
館
閲
覧
室
。
現
在
は
博
物
館
特
別
展
示
室
と
な
っ
て
い
る
。
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【
小
パ
ネ
ル
3　

簡
文
館
の
見
ど
こ
ろ
①
】

　

１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
竣
工
の
図
書
館
は
、
学
内
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
建
物
で
あ
っ
た
。
外
観
は
、
鋭
く
と
が
っ
た
塔
の
形
を
模
し
た
装
飾
用
の
付

柱
（
ピ
ラ
ス
タ
ー
）
が
均
等
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
付
柱
の
間
に
、
縦
長
の
窓
が
並

ぶ
。
2
階
と
3
階
の
窓
の
境
目
は
、
は
ざ
ま
飾
り
（
ト
レ
ー
サ
リ
ー
）
で
装
飾
す

る
。
階
段
室
は
塔
屋
と
し
、
全
体
的
に
垂
直
性
を
強
調
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
意

匠
を
持
つ
。
外
壁
は
、
モ
ル
タ
ル
を
箒
や
サ
サ
ラ
で
掃
き
付
け
た
、
凹
凸
の
あ
る

ド
イ
ツ
壁
と
す
る
。

　

建
物
内
部
は
建
物
を
支
え
る
梁
が
露
出
し
、
そ
の
梁
に
は
面
取
り
が
施
さ
れ
て

い
る
。
廊
下
や
階
段
は
1
・
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
布
目
タ
イ
ル
を
貼
り
、

そ
の
上
部
か
ら
天
井
ま
で
は
漆
喰
を
塗
る
。
壁
と
天
井
の
境
目
は
、
漆
喰
に
よ
る

簡
素
な
廻
り
縁
で
装
飾
す
る
。
主
要
な
部
屋
に
つ
な
が
る
扉
や
受
付
窓
口
は
上
部

を
半
円
形
と
し
、
ぶ
ど
う
模
様
の
レ
リ
ー
フ
を
飾
っ
て
い
る
。

　

閲
覧
室
は
天
井
の
高
い
大
空
間
で
、
柱
や
壁
に
板
材
で
腰
壁
を
め
ぐ
ら
す
、
質

素
な
し
つ
ら
え
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

写
真
1　

�

外
壁
の
付
柱
と
は
ざ
ま
飾
り
の
装
飾
。
2
階
窓
の
ひ
し
形
格
子
は

後
補
の
も
の
。

　
　

写
真
2　

壁
面
を
飾
る
布
目
タ
イ
ル
。

　
　

写
真
3　

扉
を
飾
る
ぶ
ど
う
模
様
の
レ
リ
ー
フ
。

　
　

写
真
4　

�

階
段
室
で
は
、
面
取
り
を
施
し
た
ア
ー
チ
型
の
梁
や
天
井
の
廻
り

縁
、
受
付
窓
口
の
レ
リ
ー
フ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
小
パ
ネ
ル
4　

図
書
館
の
増
築
】

　

関
西
大
学
は
、
学
制
改
革
に
よ
り
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に
新
制
大
学
と
し

小パネル 1「簡文館前史」小パネル 2「図書館の建設」
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て
認
可
を
受
け
、
法
・
文
・
経
・
商
の
4
学
部
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
、
学
科
の

増
設
や
新
制
大
学
院
の
設
置
が
続
き
、
図
書
館
の
蔵
書
が
急
激
に
増
加
し
て
い
っ

た
。
そ
の
た
め
、
創
立
70
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
図
書
館
の
増
築
が
計

画
さ
れ
た
。
増
築
工
事
は
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
12
月
に
始
ま
り
、
１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
10
月
に
竣
工
し
た
。
設
計
は
本
学
の
学
舎
設
計
を
数
多
く
手
掛
け
た

村
野
藤
吾
が
担
当
し
た
。

　

こ
の
工
事
に
よ
っ
て
、
も
と
の
図
書
館
の
西
側
に
、
3
階
建
の
円
形
図
書
館
と

6
階
建
の
書
庫
が
増
築
さ
れ
た
。
円
形
図
書
館
は
3
階
を
開
架
閲
覧
室
と
し
、
１

５
０
席
の
閲
覧
席
を
設
け
た
。
書
庫
は
８
６
、０
０
０
冊
の
収
容
力
を
持
ち
、
旧
書

庫
と
あ
わ
せ
て
約
19
万
冊
の
図
書
を
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

写
真
1　

�

増
築
さ
れ
た
書
庫
（
左
）
と
円
形
図
書
館
。
広
場
か
ら
2
階
へ
つ

な
が
る
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
　

写
真
2　

�

ス
ロ
ー
プ
と
書
庫
の
外
観
。
書
庫
の
外
壁
に
も
、
カ
ラ
フ
ル
な
タ

イ
ル
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

　
　

写
真
3　

�

南
側
か
ら
見
た
円
形
図
書
館
。
１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
、
施
設

の
狭
隘
化
の
た
め
、
1
階
ピ
ロ
テ
ィ
の
南
側
を
事
務
室
に
改
装
し

て
い
る
。

【
小
パ
ネ
ル
5　

村
野 

藤
吾　

１
８
９
１
～
１
９
８
４
】

　

佐
賀
県
唐
津
市
に
生
ま
れ
る
。
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
卒
業
。
１
９
１
８
（
大

正
7
）
年
、
大
阪
の
渡
辺
節
建
築
事
務
所
に
就
職
し
、
一
貫
し
て
大
阪
を
本
拠
地

と
し
て
活
躍
、
１
９
２
９
（
昭
和
4
）
年
、
村
野
建
築
事
務
所
を
開
設
し
た
。
独

立
後
は
旧
そ
ご
う
大
阪
店
（
現
存
せ
ず
）、
新
歌
舞
伎
座
（
現
存
せ
ず
）、
梅
田
吸

気
塔
な
ど
大
阪
の
都
市
景
観
に
欠
か
せ
な
い
建
築
物
を
設
計
し
た
。
ま
た
、
大
阪

以
外
で
も
、
渡
辺
翁
記
念
会
館
（
宇
部
・
重
要
文
化
財
）、
世
界
平
和
記
念
聖
堂

（
広
島
・
重
要
文
化
財
）、
尼
崎
市
庁
舎
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宝
塚
教
会
、
日
生
劇
場
（
東

京
）
な
ど
、
全
国
各
地
に
３
０
０
を
超
え
る
作
品
を
残
し
て
い
る
。
１
９
６
７
（
昭

和
42
）
年
、
文
化
勲
章
を
受
章
。

　

村
野
は
、
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
か
ら
１
９
８
０
（
昭
和
55
）

年
の
約
30
年
に
わ
た
っ
て
、
関
西
大
学
の
約
40
棟
の
建
物
設
計
に
携
わ
っ
た
。
一

人
の
建
築
家
が
こ
れ
ほ
ど
の
長
期
間
、
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
に
関
与
し
続

け
る
例
は
少
な
い
。
起
伏
に
と
ん
だ
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
、

そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
建
物
は
配
置
さ
れ
た
。
外
観
だ
け
で
な
く
、
壁
面

の
タ
イ
ル
や
階
段
の
形
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
建
物
そ
れ
ぞ
れ
が
時
代
に
と
ら
わ

れ
ず
、
個
性
的
で
変
幻
自
在
な
意
匠
・
表
情
を
持
つ
。
施
設
の
更
新
に
よ
り
失
わ

れ
た
も
の
も
多
い
が
、
約
半
数
の
施
設
が
現
存
し
て
い
る
。

　
　

写
真
1　

簡
文
館
前
の
村
野
藤
吾

　
　

写
真
2　

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
代
表
的
な
村
野
建
築

　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
１
９
６
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　

円
神
館
（
１
９
６
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　

社
会
学
部　

第
3
学
舎
1
号
館
（
１
９
６
８
年
）

【
小
パ
ネ
ル
6　

簡
文
館
の
見
ど
こ
ろ
②
】

　

図
書
館
の
増
築
部
分
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
図
書
館
の
出
入
り
口
が
あ

っ
た
南
西
角
に
3
階
建
の
円
形
図
書
館
が
、
も
と
の
書
庫
の
西
側
に
接
続
し
て
6

階
建
の
書
庫
が
建
設
さ
れ
た
。

　

増
築
さ
れ
た
円
形
図
書
館
の
外
観
は
、
均
等
に
並
ん
だ
柱
が
壁
面
を
区
切
り
、

そ
の
柱
の
間
に
は
、
焼
成
時
に
塩
水
を
使
う
こ
げ
茶
色
の
塩
焼
き
タ
イ
ル
を
貼
る
。
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小パネル 3「簡文館の見どころ①」小パネル 4「図書館の増築」

小パネル 5「村野 藤吾　1891～1984」小パネル 6「簡文館の見どころ②」
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2
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
部
分
は
塩
焼
き
タ
イ
ル
の
ほ
か
に
、
青
・
緑
・
黄
の
タ
イ
ル

を
用
い
て
モ
ザ
イ
ク
が
施
す
。

　

1
階
は
ピ
ロ
テ
ィ
で
、
そ
の
中
央
に
は
な
め
ら
か
な
曲
線
が
印
象
的
な
ら
せ
ん

階
段
が
あ
り
、
2
階
は
ら
せ
ん
階
段
を
囲
ん
で
部
屋
が
並
ぶ
。
3
階
は
開
架
閲
覧

室
で
、
天
井
が
高
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
あ
る
。
縦
長
の
窓
が
8
つ
並
び
、

窓
の
上
部
は
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
横

長
の
高
窓
が
18
あ
る
。
円
形
の
ガ
ラ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
天
窓
も
あ
り
、
閲
覧
室

に
は
様
々
な
角
度
か
ら
光
が
差
し
込
ん
で
い
た
。

　
　

写
真
1　

現
在
の
簡
文
館
の
外
観

　
　

写
真
2　

円
形
図
書
館
の
3
階
に
あ
っ
た
開
架
閲
覧
室

　
　

写
真
3　

2
階
バ
ル
コ
ニ
ー
壁
面
の
モ
ザ
イ
ク

　
　

写
真
4　

曲
線
が
印
象
的
な
ら
せ
ん
階
段

【
小
パ
ネ
ル
7　

図
書
館
か
ら
博
物
館
へ
】

　

新
学
部
の
設
置
、
学
生
数
の
増
加
、
教
育
研
究
の
発
展
や
進
歩
の
著
し
い
情
報

通
信
技
術
へ
の
対
応
の
た
め
に
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
現
在
の
総
合
図
書

館
が
開
館
し
た
。
旧
図
書
館
は
「
簡
文
館
」
と
命
名
さ
れ
、
人
権
問
題
研
究
所
、

東
西
学
術
研
究
所
、
考
古
学
等
資
料
室
が
移
転
し
た
。
考
古
学
等
資
料
室
は
も
と

の
閲
覧
室
を
一
新
し
て
展
示
室
と
し
た
。

　

１
９
９
４
（
平
成
6
）
年
、
考
古
学
等
資
料
室
は
博
物
館
法
に
基
づ
く
博
物
館

相
当
施
設
と
し
て
承
認
を
受
け
、
関
西
大
学
博
物
館
が
開
館
し
た
。
さ
ら
に
２
０

０
６
（
平
成
18
）
年
に
は
関
西
大
学
の
あ
ゆ
み
を
展
示
す
る
年
史
資
料
展
示
室
も

設
置
さ
れ
、
簡
文
館
は
一
般
公
開
施
設
が
集
ま
る
関
西
大
学
の
文
化
ゾ
ー
ン
と
な

っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
、
文
部
科
学
省
の
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
採
択
さ
れ
、「
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究

セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
し
た
。
簡
文
館
の
書
庫
部
分
を
撤
去
し
セ
ン
タ
ー
棟
が
建
設

さ
れ
、
現
在
は
「
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
大
阪
で
生

ま
れ
育
ま
れ
て
き
た
関
西
大
学
に
お
け
る
大
阪
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

写
真
1　

博
物
館
常
設
展
示
室

　
　

写
真
2　

博
物
館
特
別
展
示
室

　
　

写
真
3　

書
庫
跡
に
設
置
さ
れ
た
関
西
大
学
な
に
わ
大
阪
研
究
セ
ン
タ
ー

【
小
パ
ネ
ル
8　

簡
文
館
の
文
化
財
指
定
】

　

簡
文
館
は
円
形
図
書
館
が
増
設
さ
れ
た
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
と
、
書
庫
跡

に
セ
ン
タ
ー
棟
が
建
設
さ
れ
た
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
大
き
く
姿
を
変
え
た
。

　

し
か
し
、
１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
竣
工
の
建
物
は
、
昭
和
初
期
の
大
学
図
書

館
建
築
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
増
築

の
円
形
図
書
館
は
、
建
築
家
村
野
藤
吾
の
代
表
作
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
建
築
で
あ

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建

築
物
）
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
簡
文
館
は
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
し
て
大
切
に
使
用
さ
れ
、
大

阪
の
近
代
期
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
施
設
と
し
て
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
、
重
ね
て
大
阪
府
の
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
。
こ
の
指
定
は
、
①
戦
後
の
建
築
物
と
し
て
、
②
大
学
の
建
築
物
と
し
て
、
③

村
野
藤
吾
の
建
築
物
と
し
て
、
大
阪
府
で
は
初
め
て
の
指
定
と
な
り
、
簡
文
館
の

90
周
年
に
花
を
添
え
る
慶
事
で
あ
っ
た
。

　
　

写
真
1　

�
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
ご
ろ
の
簡
文
館
遠
景
。
大
き
な
グ
ラ
ウ
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ン
ド
、
段
々
畑
と
呼
ば
れ
た
観
覧
席
、
そ
の
向
こ
う
に
見
え
る
円

形
の
図
書
館
は
、
関
西
大
学
の
代
表
的
な
風
景
で
あ
っ
た
。

　
　

写
真
2　

�

第
1
学
舎
1
号
館
か
ら
見
た
簡
文
館
と
あ
す
か
の
庭
。
か
つ
て
は

簡
文
館
か
ら
、
大
阪
市
街
も
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

写
真
3　

�

ク
ス
ノ
キ
の
大
木
が
寄
り
添
う
簡
文
館
の
南
側
。
木
の
陰
に
な
っ

て
い
る
が
、
壁
面
の
茶
と
白
の
対
照
が
鮮
や
か
で
あ
る
。

三
　
展
示
資
料

　

縦
型
展
示
ケ
ー
ス
に
は
、
簡
文
館
に
か
か
わ
る
様
々
な
資
料
の
展
示
を
行
っ
た
。

展
示
資
料
と
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
対
す
る
解
説
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
本
文
横

書
き
）。

「
記
念
メ
ダ
ル
」

　

第
1
回
大
学
祭
（
右
）
と
関
西
大
学
向
上
記
念
（
左
）
の
メ
ダ
ル
。
第
1
回
大
学

祭
は
、
１
９
２
６
年
10
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
同
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
場
式
で
、

山
岡
総
理
事
は
図
書
館
建
設
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

　

大
学
昇
格
後
、
本
学
の
専
門
部
生
は
専
門
部
の
資
格
向
上
を
求
め
活
発
な
運
動

を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
専
門
部
は
高
等
学
校
、
大
学
予
科
と
同
等
以
上
の
学

力
と
認
め
ら
れ
、
専
門
部
正
科
卒
業
生
は
大
学
へ
の
入
学
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ

の
記
念
と
し
て
向
上
記
念
メ
ダ
ル
が
作
ら
れ
た
。
メ
ダ
ル
に
刻
ま
れ
た
１
９
２
４

年
5
月
22
日
は
、
資
格
認
定
が
官
報
に
告
示
さ
れ
た
日
付
で
あ
る
。

「
関
西
大
学
図
書
館
配
景
図
」

　
『
千
里
山
学
報
』
新
年
号
（
１
９
２
７
年
1
月
1
日
発
行
）
の
表
紙
に
掲
載
さ
れ

小パネル 7「図書館から博物館へ」小パネル 8「簡文館の文化財指定」
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た
図
書
館
配
景
図
（
完
成
予
想
図
）。『
千
里
山
学
報
』
は
、
大
学
昇
格
に
と
も
な

い
発
刊
さ
れ
た
定
期
機
関
紙
で
、
教
職
員
や
学
生
の
研
究
・
文
芸
発
表
や
、
校
友

間
の
連
絡
の
場
と
な
っ
た
。
第
1
号
は
大
学
昇
格
直
後
の
１
９
２
２
年
6
月
15
日

に
刊
行
さ
れ
、
後
に
『
関
西
大
学
学
報
』
と
改
称
し
、
１
９
６
８
年
3
月
発
行
の

第
３
５
０
号
ま
で
続
い
た
。

「
図
書
館
建
設
関
係
書
類
」

　

図
書
館
に
暖
房
用
の
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
す
る
た
め
、
総
理
事
山
岡
順
太
郎
か
ら

大
阪
府
知
事
田
辺
治
通
あ
て
に
提
出
さ
れ
た
認
可
申
請
書
。
１
９
２
８
年
2
月
24 展示資料

日
付
で
認
可
さ
れ
て
い
る
。

「
拡
充
計
画
完
成
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

　

創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
、
第
1
次
拡
充
5
ヶ
年
計
画
の
完

成
を
記
念
し
て
、
１
９
５
５
年
11
月
に
発
行
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
第
1
次
5

ヶ
年
計
画
で
は
、
村
野
藤
吾
の
設
計
に
よ
り
、
円
形
図
書
館
や
旧
第
1
学
舎
、
第

一
高
等
学
校
・
中
学
校
舎
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。

「
旧
第
1
学
舎
1
号
館
の
タ
イ
ル
」

　

旧
第
1
学
舎
1
号
館
の
壁
面
を
飾
っ
た
タ
イ
ル
。
同
じ
よ
う
な
タ
イ
ル
が
、
簡

文
館
（
円
形
図
書
館
）
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
旧
第
1
学
舎
1
号
館
は
あ
す
か

の
庭
辺
り
に
あ
り
、
現
在
の
第
1
学
舎
1
号
館
の
建
設
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
た
。

「
卒
業
記
念
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
」

　

簡
文
館
の
円
形
図
書
館
と
書
庫
（
現
存
せ
ず
）
を
か
た
ど
っ
た
、
卒
業
記
念
の

オ
ル
ゴ
ー
ル
。
書
庫
の
屋
根
を
開
く
と
可
憐
な
響
き
で
学
歌
が
流
れ
る
。
１
９
７

０
年
前
後
に
頒
布
さ
れ
て
い
た
。（
麻
生
川
章
氏
寄
贈
）

「
円
形
図
書
館
と
観
覧
席　

写
真
」

　

１
９
５
９
年
、
多
比
良
敏
雄
撮
影
。
多
比
良
敏
雄
（
１
９
１
１
～
１
９
８
３
）

は
、
関
西
の
建
築
写
真
家
の
草
分
け
と
し
て
、
村
野
藤
吾
を
は
じ
め
と
し
て
、
吉

田
五
十
八
、
前
川
国
男
、
丹
下
健
三
ら
著
名
な
建
築
家
の
作
品
を
多
く
撮
影
し
て

い
る
。
１
９
７
７
年
、
建
築
写
真
を
通
じ
て
建
築
界
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
こ

と
に
よ
り
、
第
2
回
吉
田
五
十
八
特
別
賞
を
受
賞
。
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村
野
藤
吾
は
、
多
比
良
敏
雄
の
仕
事
に
信
頼
を
寄
せ
、
そ
の
撮
影
に
数
多
く
立

会
っ
て
ア
ン
グ
ル
の
確
認
を
自
ら
行
う
な
ど
、
深
い
交
流
が
あ
っ
た
。

（
年
史
編
纂
室
）


